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　浅田達雄さんを支援してくださったみなさんへ
　ささえ103号を送ります。今号は岡山県知事宛に提出していた要望書に基づいて3月20日、浅田達雄原告、呉裕麻弁護団長、支援する会から代表世話人である吉田裕美(障岡連会長)、同中島純男(県地域人権運動連絡協議会議長)、浪尾淑子(元医療生協理事長、現岡山協立病院医師)、稲葉泰子世話人、岡崎茂明世話人、吉野一正事務局長の原告団と中谷祐貴子県保健福祉局部長、柴田義明福祉政策企画監、片山圭子障害福祉課長、高槻貴子推進班総括参事が出席して話し合いました
　事務局吉野の難聴がひどくなり、録音したスマホの音が聞き取れず、代表世話人中島純男さんが書かれたブログから以下転載させてもたいました。
　
冒頭、要望書で求めた2013年7月3日の浅田さんに対する岡山市の不当な処分の審査請求を棄却したことは、高裁判決によって不当なことであったことが明確になったこと。県が容認した2月15日遡って福祉サービスを4月8日移動介護、5月10日に上乗せ福祉サービス分を支給した岡山市の詐欺的通知を認めて不当な処分を容認したことについて、浅田達雄さんに謝罪すべきだとする原告団の要望に、中谷保健福祉局部長は「岡山地裁、広島高裁判決が岡山市の不支給決定は違法な行為と判決したことを、厳粛に受け止めている」と回答。審査請求に対する県の裁決、棄却したことについては、「誤りであったとまではいえない」としていたものが、呉弁護団長などの指摘を受けて、「すべて誤りでなかったとも言えず、判決を厳粛に受け止めたい、原告の立場に立てば多大な精神的苦痛などを与えた」、「介護保険法と障害者総合支援法の適切な運用を県内の自治体にも徹底していく」などと回答が合意をされる内容となりました(以上NPO法人地域人権みんなの会HP3/21より)
　　岡山市の回答は年度を超えて新年度に話し合いの場を持つことを確認しています。
倉敷市支援学級親の会会長藤原真由美
世論の力を喚起させて、市長の姿勢を改めさせよう！
支援する会代表世話人　中島純男

この話し合いに保健福祉部長さんが責任者として参加されたこと、一定評価してよいのではと思いました。中谷部長さんは、岡山地裁、広島高裁判決が岡山市の不支給決定は違法な行為と判決したことを、厳粛に受け止めている、と回答されました。

しかしその回答は具体的な内容になると、審査請求に対する県の裁決で棄却したことについては、「誤りであったとまではいえない」というレベルで話されました。部長さんがおられた30分の間ではそれ以上の回答の域には達せず、課長さんたちが対応してくれた後の30分で、呉弁護団長などの指摘を受けて、「すべて誤りでなかったとも言えず、判決を厳粛に受け止めたい、原告の立場に立てば多大な精神的苦痛などを与えた」、「介護保険法と障害者総合支援法の適切な運用を県内の自治体にも徹底していく」などと回答が私たちとの合意に近づいていきました。

県が言う、審査請求と訴訟の判決への評価の微妙な違いは、具体的施策を確実に前進させていくことで解決させるべきものと思います。特に、岡山市ではもともとの当事者でもあります。より市民的世論で浅田さんへの謝罪など、前進させていくことが、全県に判決内容をいかすことになると思いました。

障害者の願いにそった県障害者福祉に！
支援する会代表世話人吉田裕美
1月25日に出した要望書に対して岡山県が回答するとのことで、期待し望みました。素直に「浅田さんご免なさい」と保健福祉部長が頭を下げるのかと思いましたが、行政の謝罪は違っていて、内心で「えっ」と思いました。

　当日、浅田さんが言った、「今後は被害者を出さないで」との声を真摯に受け入れて欲しいと思いましたし、「県から市、町、村との会議の中でこれからも話題にするとのこと」に、ほんの僅かに期待がもてたかな。6年前の岡山県の審査請求の判断を慎重にしてもらえていれば岡山市に「死ね」と言われなくてすんだのにと強く思いました。判決を受けて県の障害福祉政策が障害者の願いに近づくものにさせる努力をこれからも続けます。
社会的障壁は、政治・行政によってつくられることを実感！
支援をする会事務局吉野一正
岡山市による「死ね」に等しい福祉サービスの打ち切り処分をめぐる浅田さん・支援する会の6年間の闘いを経て、65歳の制度的な差別による介護の自己負担の在り方を平等にすることが可能になりました。完全に平等にするには、支援法7条の改廃が必要です。この闘いを通じて最も感じたことは障害者基本法で示す社会的障壁は、政治・行政につくられる制度によって、身体的障害より酷い負担を背負わされることを強く実感しました。市議会・県議会選挙投票日を目前に、日本共産党が議席を守り増やさないと、障害者の社会的障壁はなくなりません。どの地域でも日本共産党を大きく前進させましょう！
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【事務局】
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「原告に多大な精神的苦痛を与えた。今後適切な運用を県内の自治体に徹底！」
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「僕と同じような処分を再び認めないように」と声を振り絞っての要望に『再び同じ処分は出させない』と片山課長が回答。県の回答では、不十分な思いがする。岡山市の回答は「謝罪のことば」を聞きたい！





介護保険を優先するか否かは本人の状態次第で決める事であり、市・県の都合で検証なく


進んではいけないと思います。このような実態を、ニュース、紙面の一部だけでなく、もっと大きく取り上げて頂き、市民・県民も　知るべきだと痛感しました。　ここまでの働きかけ・困難・苦痛生命がかかっている問題なのに、市長本人の謝罪がないのも市の怠慢さ、不誠実さに繋がっているのではないでしょうか。子ども達の将来にも、そして、必要としている方にも、とても大切なことだと思います。


　この先もずっと、福祉サービスが途切れる事のないように願っています。





　子ども達の将来にも、そして、必要としている方にも、とても大切なことだと思います。


　この先もずっと、福祉サービスが途切れる事のないように願っています。


　回答のない3点の要望が一日も早い良い回答が得られる事、早期問題解決を願っています。
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